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○立命館大学大学院食マネジメント研究科研究科則 

令和２年７月10日 

規程第1186号 

（趣旨） 

第１条 この研究科則は、立命館大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第49条

の２にもとづき、食マネジメント研究科の授業科目、修了に必要な単位数、単位認定その

他の教育課程に関する事項について定める。 

（教育研究上の目的） 

第２条 食マネジメント研究科は、経済学・経営学の専門的知見を用いて、食に関わる経済

活動を研究し、実践的なマネジメント能力を備えた高度専門職業人および研究者の育成を

目的とする。 

２ 博士課程前期課程では、食に関わる多様な視点および専門的知識を、経済学・経営学を

軸として社会実装に導入し、食に関わる経済活動をめぐる諸課題の解決へ向けて応用する

ことができる高度専門職業人を育成する。 

３ 博士課程後期課程では、食マネジメント研究の発展に寄与する研究活動を行い、ここで

培ったマネジメント能力を用いて研究成果を社会に還元するとともに、研究倫理を有しつ

つ学術的手法を用いることができる研究者を育成する。 

（英文表記） 

第３条 研究科、専攻および課程の英文表記は次の各号のとおりとする。 

(1) 食マネジメント研究科 Graduate School of Gastronomy Management 

(2) 食マネジメント専攻 Major in Gastronomy Management 

(3) 博士課程前期課程 Master’s Program in Gastronomy Management 

(4) 博士課程後期課程 Doctoral Program in Gastronomy Management 

（入学時期） 

第４条 本研究科の入学時期は、４月とする。 

（授業言語） 

第５条 本研究科での授業言語は日本語とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、教学上必要と認める場合は、英語を授業言語とする授業科目

を置くことができる。 

（教育課程の編成） 

第６条 食マネジメント専攻博士課程前期課程の授業科目は、基礎科目、展開科目A群、展
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開科目B群、研究演習科目およびその他科目に区分し、これを２年間に配当して編成する。 

２ 食マネジメント専攻博士課程後期課程の授業科目は、共通科目、実践科目および研究演

習科目に区分し、これを３年間に配当して編成する。 

３ 前２項に定める授業科目のほか、食マネジメント専攻博士課程前期課程および食マネジ

メント専攻博士課程後期課程に研究科横断科目を設ける。 

（授業科目） 

第７条 本研究科の授業科目の名称、単位数、授業方法、必修科目・選択科目・自由科目の

別および配当年次は、食マネジメント専攻博士課程前期課程においては別表１、食マネジ

メント専攻博士課程後期課程においては別表２のとおりとする。 

２ 研究科横断科目の授業科目の名称・単位数、授業方法、必修科目・選択科目・自由科目

の別および配当年次は、立命館大学大学院研究科横断科目規程に定める。 

（博士課程前期課程の修了に必要な単位数） 

第８条 食マネジメント専攻博士課程前期課程の修了に必要な単位数は、別表１に定める授

業科目のうち、必修科目・選択科目・自由科目の別を必修とする授業科目を含み、かつ基

礎科目から８単位、展開科目A群から８単位および研究演習科目から６単位を含めて30

単位以上とする。 

（履修科目の登録の上限） 

第９条 博士課程前期課程において、１年間の履修科目として登録することができる単位数

の上限は、32単位とする。 

２ 前項にかかわらず、研究科横断科目の科目は、上限を超えて登録することができる。 

（博士課程前期課程の長期にわたる教育課程の履修） 

第10条 大学院学則第28条の２にもとづき、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し修了することを申し出た者のうち、社会人入学試験または一般入

学試験を受験した者には、研究科委員会の議を経て、研究科長が許可することがある。 

（博士課程後期課程の修了に必要な単位数） 

第11条 食マネジメント専攻博士課程後期課程の修了に必要な単位数は、別表２に定める

授業科目のうち、必修科目・選択科目・自由科目の別を必修とする授業科目を含み、かつ

共通科目から４単位および研究演習科目から８単位を含めて12単位以上とする。 

（改廃） 

第12条 この研究科則の改廃は、食マネジメント研究科委員会の議を経て、大学協議会で

行う。 
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附 則 

この研究科則は、2021年４月１日から施行する。 

附 則（2024年７月26日 研究科横断科目の設置等に伴う一部改正） 

この研究科則は、2025年４月１日から施行する。 

附 則（2025年１月10日 授業科目の配当年次の修正に伴う一部改正） 

１ この研究科則は、2025年４月１日から施行する。 

２ 前項にかかわらず、改正後の別表２は、2021年４月１日から適用する。 

別表１ 食マネジメント研究科食マネジメント専攻博士課程前期課程 

科目区分 授業科目の名称 単位数 授業

方法 

必修・選択・

自由の別 

配当年次 

基礎科目 食マネジメント特論 2 講義 必修 1・2 

ミクロ経済学特論 2 講義 選択 1・2 

マクロ経済学特論 2 講義 選択 1・2 

統計学特論 2 講義 選択 1・2 

経営組織特論 2 講義 選択 1・2 

会計学特論 2 講義 選択 1・2 

マーケティング特論 2 講義 選択 1・2 

食総合特論 2 講義 選択 1・2 

展開科目 A群 産業組織特論 2 講義 選択 1・2 

行動経済学特論 2 講義 選択 1・2 

国際経済学特論 2 講義 選択 1・2 

食料経済学特論 2 講義 選択 1・2 

ファイナンス特論 2 講義 選択 1・2 

経営戦略特論 2 講義 選択 1・2 

食サービスマネジメント特

論 

2 講義 選択 1・2 

食のリスクマネジメント特

論 

2 講義 選択 1・2 

商品開発特論Ⅰ 2 講義 選択 1・2 

商品開発特論Ⅱ 2 講義 選択 1・2 
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B群 食の地理学特論 2 講義 選択 1・2 

食の歴史学特論 2 講義 選択 1・2 

比較食文化特論 2 講義 選択 1・2 

食の社会学特論 2 講義 選択 1・2 

フードクリティーク特論 2 講義 選択 1・2 

食の公共政策特論 2 講義 選択 1・2 

健康マネジメント特論 2 講義 選択 1・2 

食と認知科学特論 2 講義 選択 1・2 

研究演習 研究演習Ⅰ 2 演習 選択 1 

研究演習Ⅱ 2 演習 選択 1 

研究演習Ⅲ 2 演習 選択 2 

研究演習Ⅳ 2 演習 必修 2 

その他 アカデミックイングリッシ

ュ 

2 講義 選択 1・2 

食マネジメント実践特論 2 演習 選択 1・2 

別表２ 食マネジメント研究科食マネジメント専攻博士課程後期課程 

科目区分 授業科目の名称 単位数 授業

方法 

必修・選択・

自由の別 

配当年次 

共通科目 特別講義Ⅰ 2 講義 必修 1・2・3 

特別講義Ⅱ 2 講義 選択 1・2・3 

特別講義Ⅲ 2 講義 選択 1・2・3 

実践科目 研究実践Ⅰ 2 演習 選択 1・2・3 

研究実践Ⅱ 2 演習 選択 2・3 

研究演習 特別研究Ⅰ 2 演習 選択 1 

特別研究Ⅱ 2 演習 選択 1 

特別研究Ⅲ 2 演習 選択 2 

特別研究Ⅳ 2 演習 選択 2 

特別研究Ⅴ 2 演習 選択 3 

特別研究Ⅵ 2 演習 必修 3 

 


